様式第10号(平成7規則12・平成12規則33・一部改正)

　　(退職、廃疾年金表面)

　　退(廃)第　　号

年金証書

元酒田市(職名)　　　　　　　　　　　

氏名　　　　　　　　　　　

　　年　　月　　日生

　　　　　　年　　月　　日退職

　　　　　　年　　月　　日支給開始

退職(廃疾)年金年額金　　　　　　円

(毎期給与額金　　　　　　円)　　　　

　上記酒田市職員退職年金等支給条例により給する

　　　　　　年　　月　　日

酒田市長　　　　　　　　　　印

　　(遺族年金表面)

　　退(廃)遺第　　号

年金証書

元酒田市(職名)　　　　　　　　　　　

氏名　　　　　　　　　　　

上記との続柄　　　　　　　　　　　

氏名　　　　　　　　　　　

　　年　　月　　日生

　　　　　　年　　月　　日支給開始

遺族年金年額金　　　　　　円

(毎期給与額金　　　　　　円)　　　　

　上記酒田市職員退職年金等支給条例により給する

　　　　　　年　　月　　日

酒田市長　　　　　　　　　　印

(裏面)

注意事項

1　年金は毎年1月、4月、7月、10月においてその前月分までを支給する。

　　支給日はその月の5日とし、5日が日曜日のときは前日とする。

2　年金の支給を受ける場合は、この証書を提示すること。

3　年金受給者は、毎年2月1日以後の戸籍抄本又はこれに代る書類を3月末まで市長に提出すること。

　この書類の提出があるまで4月以降の支払が停止されることがある。

4　年金を受ける権利を失つたとき又は死亡したときは、本人又はその遺族は、直ちに年金受給権消滅届書とこの証書を市長に提出すること。

5　年金受給者(職員であつた期間20年未満の廃疾年金受給者を除く。)が死亡したときは、配偶者、子、父母、孫、祖父母の順により遺族年金が支給されるので、市長に申し出て手続をとること。但し、職員であつた者の死亡当時主としてその収入によつて生計を維持していた者(配偶者を除く。)で且つ、子又は孫は年齢満18歳未満(不具廃疾のため生活資料を得るみちがない者を除く。)の未婚者でなければならない。

6　この証書を災害、盗難により亡失又は損傷したときは、再交付の手続をとること。

7　この年金を受ける権利は、譲渡し又は担保に供してはならない。但し、国民生活金融公庫に限り担保に供することができる。

